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宮城県七ヶ浜町議会

ぼくたち
わたしたちの
稲が実ったよ!

２

11

16

10小･中学校のパソコンを新機種に交換

安定生活に最低賃金の引き上げを

財源は有効に使われたか20年度
決　算

補正予算可決
臨時議会で

新型インフルエンザへの対応など ４人の議員�
が一般質問

提出
国へ意見書を



一　般　会　計

小　　計

下 水 道 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

老　人　保　健 
*1

介　護　保　険

公園墓地事業

特
　 

別
　 

会
　 

計

収益的
水道事業会計

資本的

54億6135万円

13億1035万円

20億2298万円

1億7769万円

7970万円

10億9640万円

1億1330万円

48億  43万円

6億 579万円

92万円

51億9129万円

12億9913万円

19億4128万円

1億7421万円

7877万円

10億7553万円

1億1155万円

46億8048万円

102億6178万円 98億7177万円

2億7006万円

1122万円

8170万円

348万円

93万円

2087万円

175万円

1億1995万円

3億9001万円

5億6696万円

2億5269万円

3883万円

▲2億1535万円

会　　計　　名

合　　　　　計

収　　入 支　　出 差　引　額

 

平成２０年度各種会計決算額

平成19年度で老人保健制度は廃止したが、精算業務のため22年度まで継続
収益的・・・経営に伴い、発生が予想される収入と費用
資本的・・・将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入
不足分は積立金（留保資金）などでカバー（補てん）

*4

*2

*3

*2

*3

*4

*1

町税
25億7416万円�
47.1％

民生費
12億2025万円�
23.5％

地方交付税
12億9556万円
23.7％

県支出金

諸
収
入

国
支
出
金

借
入
金

地
方
譲
与
税
ほ
か

繰
越
金

繰
入
金
ほ
か

収
入
の
内
訳

4.9％
4.2％

4.4％

5.5％

3.7％3.4％
3.0％

2億374万円

1億8368万円

1億6408万円

2億9712万円

2億4120万円

2億3038万円

2億7143万円

国・県や借金に
頼るお金

町で集めるお金

54億6135万円
57.2％

31億2566万円

自
主
財
源

42.8％

23億3569万円

依
存
財
源

残ったお金 2億7006万円

21年度の特定の事業へ 8124万円

9600万円
9282万円

基金に積み立て

21年度に繰り越し

決算収支は
　黒字になりました

民生費
12億2025万円�
23.5％

総務費
9億4051万円�
18.1％

教育費
7億995万円�
13.7％

借入金の返済
6億6942万円�
12.9％

衛生費
5億2329万円�
10.1％

土木費
4億2167万円

消防費
3億8305万円

支
出
の
内
訳

51億9129万円

7.4％

その他�
3億2315万円

6.2％

8.1％

　
９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
産
育
児
一
時
金
増
額
な
ど
の
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
７
件
の
議
案
を
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
２
回
目
の
夜
間
議
会
で
は
38
人
の
町
民
が
傍
聴
す
る
中
、
４
人
の
議
員

が
一
般
質
問
で
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
各
種
会
計
の
決
算
審
査
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
。

一
般
会
計
を
は
じ
め
８
会
計
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

議会スポット－議題の核心に迫る－

　ゆたかなまちづくり に　ゆたかなまちづくり に
平成20年度

決  算

一般会計支出総額

5 1億 9 1 2 9万円の 使い道や
６特別会計

水道事業会計を

　どう生かされたか
チェック

！

③ しちがはま議会だより　第102号　平成21年10月30日発行 しちがはま議会だより　第102号　平成21年10月30日発行 ②



のりのり君

ボッケの
　ボーちゃん

と 素
朴
な
ギ
モ
ン

決算審査特別委員会レポート

防災・減災対策

最小の経費で最大の効果はあったのか

監査の報告

町はこんなことをしました

代
表
監
査
委
員�

　
　
　
　
遠
藤
　
均
　
氏

決
算
っ
て
な
～
に
？�

�

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
に
入
っ
た
お
金
と
使
っ
た

お
金
を
精
算
す
る
こ
と
だ
よ

議
会
で
審
査
す
る
の
は
ど
う
し

て
な
の
？�

�

住
民
の
代
表
と
し
て
使
っ
た
お

金
の
効
果
を
評
価
し
て
決
算
を

認
定
す
る
た
め
だ
よ

も
し
議
会
が
認
定
し
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
使
っ
た
お
金
は
戻

っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

決
算
の
効
力
に
は
影
響
な
い
け

ど
、
町
長
の
政
治
的
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ�

�

評
価
を
ど
う
い
か
す
の
？�

�

次
年
度
以
降
の
予
算
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
重
要
な
ん
だ�

�

住
み
よ
い
七
ヶ
浜
の
た
め
に
税

金
を
有
効
に
使
っ
て
欲
し
い
ね�

そ
の
と
お
り
だ
ね

対
策
は
ど
の
く
ら
い�

　
進
ん
で
い
る
の
か

環　境　対　策

今
後
ど
う
進
め
る
か

町活性化対策

地
区
の
活
性
化
に�

　
つ
な
が
る
事
業
は

福　祉　対　策

施
設
整
備
の
状
況
は

決算審査�
特別委員会

決
算
を
認
定
す
る
ま
で

各課審査で質疑応答

問
　
津
波
避
難
の
誘
導
看
板
が
ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
区
は

答
　
交
通
防
災
係
長
　
湊
浜
と
遠
山

地
区
だ
が
21
年
度
中
に
設
置
す
る

問
　
美
化
運
動
と
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
今
後
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
て
進

め
る
の
か

答
　
環
境
生
活
課
長

現
在
は
子
ど
も
会
中
心
に
行
っ
て
い

る
活
動
を
地
区
全
体
で
取
り
組
む
こ

と
を
望
ん
で
い
る

問
　
下
水
道
水
洗
化
の
普
及
活
動
は

答
　
水
道
事
業
所
長

職
員
が
ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
お
宅

を
訪
問
し
て
水
洗
化
を
お
願
い
し
て

い
る
。
お
の
お
の
事
情
が
あ
り
進
ん

で
い
な
い
が
今
後
も
活
動
し
て
い
き

た
い

問
　
安
心
・
元
気
な
地
域
づ
く
り
補

助
金
の
効
果
は

答
　
政
策
課
長
　
各
地
区
に
30
万
円

補
助
し
た
が
、
湊
浜
地
区
は
特
色
の

あ
る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
他
地
区
は
夏
ま
つ
り
が
多
か
っ

た
。
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
地

区
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
て
欲
し
い

問
　
介
護
施
設
へ
の
入
居
状
況
は
　

答
　
健
康
増
進
課
長

待
機
者
は
80
人
い
る
が
、
優
先
順
位

は
入
所
基
準
委
員
会
で
決
め
て
い
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
定
員
29
名
未
満
の

小
規
模
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

町
内
に
誘
致
す
る
計
画
で
あ
る�

問
　
保
育
所
計
画
の
中
間
案
と
今
後

の
見
通
し
は

答
　
地
域
福
祉
課
長

策
定
委
員
会
を
12
回
開
催
し
て
遠
山

保
育
所
の
民
営
化
を
協
議
し
た
。
建

物
は
現
在
地
に
建
て
替
え
る
が
内
容

は
再
検
討
中
で
あ
る

　
平
成
20
年
度
の
決
算
審
査
は
特
別
委
員
会
（
千
葉
志
美
枝
委
員
長
）
を
設
置
し
て
各
課

ご
と
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
基
本
理
念
で
あ
る
、
「
心
ゆ
た
か
な

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
主
な
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

防
災･

減
災
対
策

　
◆
津
波
避
難
誘
導
看
板
の
設
置

　
◆
全
地
区
に
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
完
了�

福
祉
対
策�

　
◆
障
が
い
者
や
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
設

　
　
を
充
実

町
活
性
化
対
策�

　
◆
「
安
心･

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」

　
　
を
創
設�

　
◆
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
ト
作
成
や
冒
険
ツ
ア
ー
を
企
画�

地
域
交
通
対
策�

　
◆
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
運
行
決
定�

環
境
対
策�

　
◆
生
ゴ
ミ
削
減
や
環
境
浄
化
な
ど
を
目
指
し

　
　
Ｅ
Ｍ
を
普
及�

行
財
政
改
革�

　
◆
指
定
管
理
者
の
更
新
や
町
職
員
の
削
減

　
決
算
規
模
は
前
年

度
に
比
べ
横
ば
い
の

状
態
で
あ
り
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
る
。�

　
今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
中
長
期
的

な
展
望
の
も
と
、
計
画
性
・
弾
力
性
・
積
極
性

を
重
視
し
な
が
ら
財
政
の
健
全
化
と
適
正
化
に

努
め
、
よ
り
一
層
の
住
民
福
祉
の
増
進
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
望
む
。

20年度は東宮浜・要害に設置

子ども会の資源回収

⑤ しちがはま議会だより　第102号　平成21年10月30日発行 しちがはま議会だより　第102号　平成21年10月30日発行 ④



健
全

一般会計
普通会計

＋
公園墓地会計

一般会計

特別会計

水道事業会計

早期健全�
化 基 準

財政再生�
基　　準

350.0％25.0％20.0％15.0％

35.0％40.0％20.0％

実
質
赤
字
比
率

連

結

実

質

赤

字

比

率

実
　
質
　
公
　
債
　
費
　
比
　
率

将
　
　
来
　
　
負
　
　
担
　
　
比
　
　
率

11.7％

9.7％

な　し

な　し

公営事業�
会計

( )

この基準を超え
ると危険です

赤 信 号

黄 信 号

一部事務組合

広域連合
（消防やゴミ処理など）

（後期高齢者医療保険）

一　般　会　計

特　別　会　計

合　　　計

　14億8630万円

　　1億9126万円

　16億7756万円

　43億3741万円

　　54億 850万円

　97億4591万円

会　計　名 貯金（基金） 借金（借入金）

借金は97億円

地方公社

（本町は該当なし）

第三セクターなど

資
金
不
足
比
率

　
自
治
体
が
運
営
す
る
企
業
（
公

営
企
業
）
を
経
営
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
の
状
態
を
表
わ
す
比
率

で
す
。
本
町
で
は
水
道
事
業
・
下

水
道
事
業
と
も
に
不
足
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
経
営
健
全
化
基
準

は
20
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

町民一人�
あたり 46万円８万円

貯金は16億円

決算審査特別委員会レポート

一般会計

特 

別 

会 

計

水
道
事
業
会
計

賛

成

反

対

討
論

下水道事業国民健康保険事業

介護保険後期高齢者医療

採
決
の
結
果
す
べ
て
認
定

町の財政運営は
財政健全化法の４指標

　
　
　
糸
久
　
博

　
町
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
心
ゆ
た

か
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

厳
し
い
財
政
運
営
の
も
と
、
地
域
住

民
の
念
願
で
あ
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム

実
現
に
向
け
た
対
策
や
防
災
・
減
災
、

福
祉
、
町
活
性
化
、
環
境
な
ど
の
対

策
や
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
た
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。

　
　
　
歌
川
　
渡�

　
予
算
で
指
摘
し
改
善
を
求
め
て
き

た
こ
と
に
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
る

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
一
方
で
住
民

は
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
将
来

の
た
め
と
し
て
積
み
立
て
た
基
金
は

14
億
８
６
０
０
万
円
に
上
る
が
、
将

来
実
施
す
る
事
業
は
そ
の
時
の
住
民

が
負
担
す
べ
き
で
現
在
の
住
民
が
負

担
す
る
必
要
は
な
い
。
過
剰
な
積
立

て
は
せ
ず
に
こ
れ
を
順
次
取
り
崩
し

て
住
民
負
担
を
軽
減
し
、
要
望
や
要

求
し
た
施
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
　
鈴
木
初
雄

　
事
業
開
始
か
ら
30
年
経
過
し

普
及
率
99
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
水

洗
化
率
93
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
た
。
住
民
に
と
っ
て
快
適
な
住

環
境
が
整
っ
て
お
り
今
後
も
安
定

し
た
経
営
が
期
待
で
き
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
使
用
料
金
改
正
か
ら
４
年
が
経

過
し
た
が
過
大
な
見
積
り
計
画
で

あ
っ
た
。
料
金
引
き
下
げ
が
可
能

に
も
か
か
わ
ら
ず
町
民
に
過
大
な

負
担
を
さ
せ
て
い
る
。

賛
成
　
岡
﨑
正
憲

　
医
療
制
度
の
変
更
に
よ
り
歳
入

が
減
少
し
て
い
る
が
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
な
く
運
営
し
て
い
る
。

ま
た
特
定
健
康
診
査
、
保
健
指
導

の
実
施
率
も
目
標
を
上
回
り
生
活

習
慣
病
予
防
に
努
め
て
い
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
納
税
困
難
な
世
帯
の
保
険
証
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
心
身
と
も
に

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

病
気
治
療
を
妨
げ
る
行
為
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
　
鈴
木
初
雄

　
水
需
要
の
減
少
で
料
金
収
入
は

減
っ
た
が
、
高
料
金
対
策
補
助
金

で
利
益
が
出
て
い
る
。
今
後
も
施

設
改
修
な
ど
に
努
め
安
全
で
良
質

な
水
の
確
保
と
健
全
経
営
が
期
待

で
き
る
。�

�

反
対
　
歌
川
　
渡

　
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
か
ら
の

受
水
量
を
現
実
的
な
数
量
と
す
べ

き
で
あ
り
、
住
民
の
負
担
軽
減
の

た
め
基
金
を
取
り
崩
し
料
金
の
引

き
下
げ
を
実
施
し
な
か
っ
た
。

議
決
結
果
は
い
ず
れ
も

　
賛
成
14
・
反
対
１
で
認
定

賛
成
　
阿
部
和
夫

　
認
定
者
は
前
年
に
比
べ
若
干
増

加
し
て
い
る
が
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
介
護
予
防

に
努
め
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
・

増
進
に
努
め
て
い
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
高
齢
化
社
会
の
な
か
認
定
者
が

増
加
し
て
い
る
。
低
所
得
者
ほ
ど

高
い
保
険
料
と
な
っ
て
い
る
た
め

生
活
実
態
に
配
慮
し
た
負
担
策
を

導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
　
岡
﨑
正
憲

　
こ
の
制
度
は
県
の
広
域
連
合
が

運
営
主
体
で
あ
り
、
町
は
保
険
料

徴
収
と
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
問
題
点
は
幾
度
も
変
更
と

な
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
町

の
業
務
は
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
老
人
保
健
か
ら
変
更
に
な
っ
た

制
度
だ
が
高
齢
者
や
医
療
機
関
か

ら
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
。
老
後
も

財
政
的
な
不
安
も
な
く
安
心
し
て

長
生
き
で
き
る
よ
う
制
度
の
廃
止

を
求
め
る
。

　
な
お
、
公
園
墓
地
事
業
と�

老
人
保
健
特
別
会
計
は
討
論�

が
な
く
、
全
会
一
致
で
認
定�

し
ま
し
た
。
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２２３７万円�

５２５万円

４７万円

７８万円�

�

�

４５００万円�

２０７０万円�

４７万円�

２１８万円�

▲５０４万円�

６６万円

子育て応援特別手当てに対する国の交付金

女性特有のガン検診推進に国の補助金　

自殺対策緊急強化事業に県補助金　

学校支援地域本部事業に県委託金�

�

事務用サーバー及びパソコンなどを購入

子育て応援特別手当てを対象児童に交付

自殺対策の強化パンフレットを作成

韮ヶ森津波避難道路改修工事等

新長期総合計画策定委託料を減額

新長期総合計画住民アンケートの費用

補　正　額一　　般　　会　　計

■歳入

■歳出

��������

　
　
菖
蒲
田
浜
韮
ヶ
森
の
避

　
　
難
道
路
改
修
は
階
段
も

含
む
の
か�

　
　
町
長
　
手
す
り
の
ほ
か

　
　
崖
の
部
分
な
ど
問
題
あ

る
所
も
改
修
し
た
い

　
　
避
難
道
路
改
修
工
事
等

　
　
と
あ
る
が
、
「
等
」
の

内
容
は
ど
こ
を
指
す
の
か

���

　
　
総
務
課
主
幹
　
役
場
防

　
　
災
無
線
の
バ
ッ
テ
リ
ー

交
換
と
聞
こ
え
に
く
い
ス
ピ

ー
カ
ー
の
一
部
修
繕
で
あ
る

　
　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内

　
　
容
は
何
か

　
　
町
長
　
新
長
期
総
合
計

　
　
画
策
定
の
た
め
、
町
民

の
考
え
方
ニ
ー
ズ
な
ど
を
調

査
す
る

����

　
　
新
長
期
総
合
計
画
策
定

　
　
の
委
託
料
減
額
の
理
由

は
何
か

　
　
町
長
　
経
済
的
な
理
由

　
　
か
ら
政
策
課
が
自
前
で

作
成
す
る
た
め

�

　
　
現
在
の
地
方
債
の
借
入

　
　
利
率
は
い
く
ら
か�

�

　
　
財
政
課
長
　
一
番
高
い

　
　
も
の
で
１
・
85
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る�

�

　
　
１
・
85
パ
ー
セ
ン
ト
の

　
　
金
利
が
１
年
間
で
提
案

の
５
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る

こ
と
は
一
般
的
に
な
い
こ
と

と
思
う
。
臨
時
財
政
対
策
債

金
利
の
利
率
を
現
実
に
近
い

表
現
に
す
る
考
え
は
な
い
か

　
　
町
長
　
金
利
が
日
々
変

　
　
動
す
る
た
め
対
応
を
考

え
て
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た

　
　
町
内
の
自
殺
者
数
は
何

　
　
人
か

　
　
町
長
　
平
成
17
年
６
件
、

　
　
18
年
６
件
、
19
年
４
件
、

20
年
６
件
あ
っ
た

　
　
自
殺
対
策
啓
発
用
パ
ン

　
　
フ
レ
ッ
ト
に
遺
族
の
話

を
の
せ
る
考
え
は
な
い
か

�

　
　
町
長
　
遺
族
に
理
由
は

　
　
聞
け
な
い
。
全
国
的
な

デ
ー
タ
か
ら
作
り
た
い�

　
議
決
結
果

　
　
反
対
な
く
可
決

　
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
２
１
０
万
円
を

追
加
し
54
億
４
４
６
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
や
菖
蒲
田
浜
韮
ヶ
森
の
津
波

避
難
道
路
改
修
工
事
な
ど
で
、
反
対
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
国
民
健
康
保
険
や
町
営
住

宅
管
理
の
条
例
改
正
、
ま
た
人
事
で
は
教
育
委
員

や
人
権
擁
護
委
員
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

に
ら
が
も
り

　
国
保
加
入
者
の
出
産
育
児
一
時
金

が
現
在
の
35
万
円
か
ら
39
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
医
療

機
関
が
加
入
す
る
出
生
児
の
障
が
い

に
対
す
る
補
償
の
掛
け
金
分
を
加
え

る
と
、
上
限
42
万
円
と
な
り
ま
す
。

本
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
の
出
産
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
入
居
の
空
き
が
な
い
場
合
で
も
入

居
補
欠
者
を
募
集
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
年
ご
と
に
募
集
を
し

て
補
欠
者
の
優
先
順
位
を
決
め
、
そ

の
有
効
期
間
は
募
集
の
前
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
が
い
者

や
被
災
者
の
入
居
資
格
も
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

　
前
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
新
た

に
古
田
厚
子
氏
（
汐
見
台
南
）
を
任

命
し
た
い
と
町
長
か
ら
同
意
を
求
め

ら
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　
「
広
く
行
政
に
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
に
一
般
公
募
と
す
る
べ
き
」
と

の
異
議
も
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
議
決
結
果

　
　
賛
成
14
　
反
対
１

　
　
賛
成
多
数
で
同
意

　
９
月
い
っ
ぱ
い
で
任
期
満
了
を
迎

え
る
鈴
木
鶴
時
氏
（
松
ヶ
浜
）
の
再

任
に
対
し
町
長
か
ら
同
意
を
求
め
ら

れ
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
反

対
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

　
12
月
い
っ
ぱ
い
で
任
期
満
了
を
迎

え
る
村
上
妙
子
氏
（
境
山
）
の
再
推

薦
に
対
し
町
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら

れ
審
議
し
ま
し
た
。

「
他
の
役
職
と
兼
務
す
る
こ
と
な
く

多
く
の
人
が
行
政
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
「
適
任
と

認
め
る
」
と
答
申
し
ま
し
た
。

質
　
疑

補
正
予
算

避難道路の改修へ

答

答

問

答

問

問

答 問

答 問

答答 問問

答 問

出
産
育
児
の

　
　
お
手
伝
い

町
営
住
宅
が

入
居
し
や
す
く
な
り
ま
す

津波から生命を守る津波から生命を守る
出
産
育
児
一
時
金
　
４
万
円
増
額

議案審議

新
長
期
総
合
計
画

　
策
定
に
む
け
て

借
入
利
率
を
現
状
に

　
合
わ
せ
て
表
示
せ
よ

自
殺
対
策
強
化
は

こんなことが決まりました－補正予算・条例などの議案審議－

人
事
人
事

人
権
擁
護
委
員
の�

　
推
薦
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査�

委
員
の
選
任
に
同
意

お　も　な　内　容

足場が不安定な避難路

すこやかな成長を

教
育
委
員
の
任
命
に

同
意

古田厚子氏
新任
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2175万円

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
整
備

　
町
内
５
校
の
授
業
用
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
新
し
い
機
種
に
交
換
し
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
は
５

年
間
の
リ
ー
ス
契
約
で
設
置
し
た
も

の
で
す
が
、
「
基
本
ソ
フ
ト
等
の
開

発
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
今

回
は
購
入
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
す
。

6864万円

松
ヶ
浜
漁
港�

　
防
護
策
設
置
工
事
ほ
か

　
昨
年
５
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
の
大
雨
で
漁
港
西
側
法
面
の
一
部

が
崩
壊
し
危
険
な
状
態
な
っ
て
い
る

た
め
防
護
柵
を
し
ま
す
。
そ
の
他
町

道
縦
断
線
の
舗
装
補
修
な
ど
合
計
12

の
工
事
を
行
い
ま
す
。

500万円
エ
コ
カ
ー
を
購
入
す
る
方
に
補
助
金

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

の
購
入
に
１
台
あ
た
り
10
万
円
が

補
助
さ
れ
ま
す
。
県
の
補
助
金

(

６
月
中
に
締
め
切
り)

に
関
係
な

く
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま
で
に

購
入
し
た
車
が
対
象
で
す
。

1750万円

公
用
車
11
台
を
購
入

　
古
く
な
っ
た
公
用
車
を
廃
車
し
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
軽
自
動

車
や
エ
コ
カ
ー
な
ど
低
燃
費
で
環

境
に
や
さ
し
い
自
動
車
を
購
入
し

ま
す
。

４８万円

自
動
体
外
徐
細
動
器�

　(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

購
入

　
遠
山
、
汐
見
両
保
育
所
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
す
。
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
た
も
の
と
同
じ
く
パ
ッ
ド

の
使
い
分
け
で
子
供
か
ら
大

人
ま
で
対
応
で
き
る
機
器
を

購
入
し
ま
す
。

の
り
め
ん

　
７
月
28
日
に
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
を
審
議
し
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
国
の
地
域
活
性
化
・
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
や
松
ヶ
浜
小
学
校
体
育
館
の
備
品
購
入
、
松
ヶ
浜

漁
港
防
護
柵
設
置
工
事
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
３
月
、
６
月
定
例
会
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
は
い
ず
れ
も

本
会
議
で
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
意
見
書
３
件
が
議
員
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

反
対
な
く
可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
や
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
す
る
各
大
臣
に

提
出
し
ま
し
た
。

◆
主
な
内
容

　
生
活
保
護
を
下
回
ら
な
い
水
準
に
す
る
最
低
賃
金

の
確
保
と
中
小
企
業
対
策
の
強
化
、
地
域
格
差
を
な

く
す
た
め
の
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
に
向

け
た
対
応
を
国
に
求
め
る
も
の

◆
主
な
内
容

①
国
の
責
任
を
放
棄
し
地
方
へ
の
押
し
付
け
に
つ
な

が
る
民
間
開
放
・
地
方
委
譲
は
行
わ
な
い
こ
と

②
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
公
共
事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
、
地
方
の
各
事
務
所
を
存
続
さ
せ

る
こ
と

③
公
共
事
業
の
予
算
を
防
災
・
生
活
関
連
・
維
持
管

理
に
重
点
配
分
し
、
災
害
時
で
も
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
に
拡
充
す
る
こ
と

◆
主
な
内
容

　
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
に
、
政
府
が
「
核

兵
器
廃
絶
の
提
唱
・
促
進
と
非
核

三
原
則
の
遵
守
」
を
国
内
外
に
呼

び
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

反
対
　
佐
藤
梶
信

　
現
在
の
経
済
状
況
の
中
で

も
来
年
度
以
内
に
給
付
水
準

の
改
定
額
の
目
安
も
決
め
て

い
る
。
段
階
的
で
は
な
く
一

気
に
引
き
上
げ
れ
ば
確
実
に

企
業
の
倒
産
数
や
失
業
者
数

が
増
え
る
。
全
国
一
律
制
度

の
確
立
は
長
期
雇
用
慣
行
の

も
と
で
は
難
し
い
。
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
よ
り
も
景
気

回
復
を
維
持
し
、
採
用
の
場

を
生
み
出
す
こ
と
が
先
決
で

あ
る
。

賛
成
　
岡
﨑
正
憲

　
す
で
に
小
幅
で
は
あ
る
が

最
低
賃
金
ア
ッ
プ
の
答
申
が

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
依

然
、
生
活
保
護
と
の
逆
転
現

象
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
中
央
と
の
格
差
も
是
正

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の

解
決
に
向
け
た
努
力
は
今
後

も
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
決
結
果

　
賛
成
12
　
反
対
３

　
賛
成
多
数
で
採
択

議
決
結
果

　
反
対
な
く
採
択

議
決
結
果

　
反
対
な
く
採
択

補
正
予
算クリーンエネルギー車購入に補助金

補正予算で１億5065万円を追加

学校のパソコンが新しくなります

こんなことが決まりました－臨時議会と請願・陳情－

臨
時

議
会

請 

願
陳 

情

世界平和と格差のない地域づくりなどを求めて

最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
と
、
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の
確
立
を
国
に
求
め
る
意
見
書

採
択
を
求
め
る
請
願

防
災
・
生
活
関
連
整
備
の
地
域
間
格
差
を

無
く
し
、
安
全
安
心
な
公
共
事
業
を
国
の

責
任
で
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情
書

討
　
　
論

国に意見書を提出

崩落して危険です

快適なパソコンで楽しい授業を

存続が望まれる東北技術事務所（多賀城市）

ハローワークで“就活”
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所
管
事
務
調
査
事
項
で
あ

る
「
公
共
施
設
等
に
お
け
る

省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て
」
今

後
の
進
め
方
を
協
議
し
ま
し

た
。

　
今
、
私
た
ち
は
地
球
規
模

の
環
境
問
題
に
直
面
し
て
お

り
、
早
急
な
思
い
切
っ
た
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
群
馬
県
中

之
条
町
と
神
奈
川
県
横
浜
市

の
取
り
組
み
が
先
進
地
の
研

修
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
事
前
研
修
と
し

て
東
北
電
力
㈱
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
計
画
な
ど
を
研
修

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

�������������

�������

　
昨
年
実
施
さ
れ
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

で
は
、
宮
城
県
内
の
成
績
は

全
国
平
均
を
下
回
る
と
の
新

聞
報
道
で
し
た
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
所
管
事
務
調
査

は
「
教
育
環
境
と
学
力
の
現

状
に
つ
い
て｣

を
テ
ー
マ
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、

①
調
査
の
実
施
方
法
と
内
容

②
学
力
の
状
況

③
学
習
環
境
や
塾
通
い
等
の

実
態

の
３
点
に
つ
い
て
教
育
総
務

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
が
７
月
の
段
階

で
は
公
表
さ
れ
ず
、
昨
年
と

の
比
較
対
照
が
で
き
な
い
た

め
引
き
続
き
継
続
調
査
と
し

ま
し
た
。

���������

　
８
月
東
京
で
開
か
れ
た
町

村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
各
講
師
か
ら
わ

か
り
や
す
い
文
章
表
現
、
情

報
時
代
に
求
め
ら
れ
る
広
報

の
講
演
が
あ
り
、
特
に
文
章

構
成
上
の
留
意
点
で
は
悪
文

例
、
添
削
例
を
通
し
具
体
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
よ
り

���������

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
全
国
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

写
真
や
見
出
し
の
使
い
方
な

ど
、
す
ぐ
れ
て
い
る
点
や
改

善
が
必
要
な
点
な
ど
広
報
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
批
評

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

���������

　
５
月
に
視
察
研
修
の
た
め

来
町
さ
れ
た
埼
玉
県
戸
田
市

議
会
の
副
議
長
か
ら
「
議
員

が
中
心
と
な
っ
て
読
み
手
の

住
民
を
意
識
し
た
議
会
だ
よ

り
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
点

や
、
特
に
力
強
く
親
し
み
や

す
い
字
体
の
大
見
出
し
な
ど

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
へ
の
応
募

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
は
２

０
０
６
年
か
ら
実
施
さ
れ
今

回
が
第
４
回
と
ま
だ
歴
史
も

浅
く
地
方
議
会
の
参
加
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議

会
だ
よ
り
発
行
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
な
る
と
考
え
応
募
し

ま
し
た
。

�

　
議
会
は
町
民
の
代
表
機
関

と
し
て
重
要
な
審
議
の
場
で

す
。
よ
り
多
く
の
住
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。�

　
今
回
で
２
回
目
と
な
っ
た

夜
間
議
会
に
は
多
く
の
傍
聴

者
が
訪
れ
、
議
会
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
議
員
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
、
さ

ら
に
努
力
と
改
革
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
「
ア
ニ
メ
か
ん
な
ぎ
に
よ

る
観
光
事
業
」
実
行
委
員
会

の
発
足
に
伴
い
事
業
計
画
は

か
な
り
進
ん
で
お
り
、
実
行

段
階
あ
る
い
は
す
で
に
実
行

さ
れ
た
事
業
も
あ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
成
果
を

見
極
め
今
後
の
調
査
方
針
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

��

　
前
委
員
会
が
取
り
組
ん
だ

「
地
場
産
品
と
観
光
資
源
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
の
調
査

報
告
に
は
隣
接
市
町
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
資

源
の
発
掘
に
共
同
で
取
り
組

む
必
要
性
や
観
光
関
係
機
関

等
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け

が
必
要
と
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
報
告
を
ふ
ま
え
所
管

事
務
調
査
「
町
観
光
の
促
進

策
に
つ
い
て
」
は
よ
り
具
体

的
な
調
査
と
す
る
た
め
に
、

産
業
課
か
ら
現
在
の
事
業
の

進
行
状
況
や
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

仙台火力発電所に設置予定

体力アップで学力向上

む
す
び
丸
と
ニ
ッ
コ
リ

千葉委員が参加

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です
観
光
資
源
の
発
掘
を

開
か
れ
た
身
近
な�

　
議
会
で
あ
る
た
め
に

議
会
だ
よ
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

点
か
ら
線
へ
の
連
携
が
必
要

総務

教育
民生

産業
建設

議会
運営

議会
広報

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
と
は
？

学
力
の
現
状
は

●

●

●

●

●

・・・公共施設等における省エネ対策

・・・教育環境と学力の現状�

・・・町観光の促進策�

・・・議会活性化に向けた取り組み

・・・議会だよりのレベルアップ

総 務 常 任 委 員 会

教 育 民 生 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

議会広報調査特別委員会
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松ヶ浜幼稚園

体育館（建設中）

プール

鈴木商店

松ヶ
浜小
学校

　
こ
こ
は
、
お
か
あ
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
が
よ
く
散
歩
し
て
い
る

姿
を
見
ま
す
が
、
広
く
な
っ
た

道
を
安
心
し
て
通
っ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
良
か
っ
た
な
あ
と

思
い
ま
す
。

　
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
も
通
る
の

で
、
バ
ス
に
乗
せ
て
子
ど
も
た

ち
の
校
外
活
動
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
１
０
０
円
で

町
内
の
勉
強
が
で
き
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
計
画
し
て
活
用
し
ま

す
。

　
修
学
旅
行
の
バ
ス
も
校
内
に

入
れ
る
の
で
便
利
だ
し
、
何
よ

り
も
乗
り
降
り
に
安
全
で
す
か

ら
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　
あ
と
は
、
工
事
で
木
が
な
く

な
っ
た
の
で
す
が
、
木
陰
が
ほ

し
い
と
子
ど
も
た
ち
が
言
っ
て

い
ま
す
。

　
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ
て
大

き
な
車
も
ス
ム
ー
ズ
に
曲
が
れ
る
し
気
持

ち
が
い
い
で
す
ね
。
店
か
ら
の
見
晴
ら
し

も
い
い
し
ね
。
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
来
た
友

達
か
ら
「
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
の
」
と
び

っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歩
道
は
縁
石
で
区
切
ら
れ
た
の
で
、
今

ま
で
み
た
い
に
間
違
っ
て
歩
道
か
ら
落
ち

る
こ
と
も
な
く
安
心
し
て
歩
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
あ
と
は
南
側
の
道
路
が
で
き
る

の
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
。

　
東
側
の
道
路
は
広
く
な
っ
て
安
全
だ
し
、

見
晴
ら
し
も
良
く
な
っ
て
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
幼
稚
園
の
前
は
、
園
児
を
送
っ
て
き
た

車
を
止
め
て
乗
り
降
り
が
で
き
る
し
「
ぐ

る
り
ん
こ
」
も
そ
の
ま
ま
横
を
通
り
す
ぎ

れ
る
か
ら
安
心
で
き
ま
す
。

　
電
柱
が
下
が
り
、
側
溝
が
下
が
り
、
舗

装
が
さ
れ
れ
ば
最
高
で
す
。
こ
こ
は
飛
ば

す
車
も
い
な
い
し
、
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
も
あ
ま
り
通
ら
な
い
の
で
（
他
の
道
か

ら
入
っ
て
い
る
よ
う
で
）
、
歩
道
ま
で
は

い
ら
な
い
か
な
。

　
本
当
に
良
く
な
っ
た
よ
。

　
松
ヶ
浜
小
学
校
東
側
の
道
路

は
道
幅
が
狭
く
、
通
学
児
童
と

車
の
接
触
事
故
が
起
き
な
い
か

心
配
だ
。
拡
幅
が
必
要
と
考
え

る　
　
平
成
19
年
６
月
定
例
議
会

　
周
囲
の
状
況
か
ら
建
設
に
危

険
が
伴
い
工
事
を
断
念
し
た
経

緯
が
あ
る
。

　
現
在
、
そ
れ
ら
の
条
件
が
好

転
し
た
の
で
慎
重
に
調
査
し
対

応
し
た
い

　
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
注
意
し
て
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

追跡レポート－あの質問はどうなった－

跡跡

追追

あ
の
質
問
は
ど
う
な
っ
た

松ヶ浜小学校の 通学路が
　　　　　　　　 広くなりました

質

問

抜粋

答

弁

抜粋

現�

在

松
ケ
浜
小
学
校
の
校
長
先
生

鈴
木
商
店
の
奥
さ
ん

松
ケ
浜
幼
稚
園
の
理
事
長
さ
ん

南
側
の
道
路
も�

　
広
く
な
り
ま
す
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一 般 質 問町の考えを聞く

手洗い、うがいの徹底を

結婚相談事業を紹介するホームページ
（みやぎ青年交流推進センター）

　
　
社
会
的
、
経
済
的
状
況

　
　
が
変
化
し
て
晩
婚
化
、

非
婚
化
が
進
ん
で
い
る
。
本

人
が
意
識
的
に
結
婚
活
動
を

行
な
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
結
婚
を
考
え
な
が
ら
も

出
会
い
の
機
会
が
減
少
し
て

い
る
独
身
男
女
の
交
流
「
婚

活
」
を
町
で
支
援
す
る
考
え

は
な
い
か�

�

　
　
町
長
　
勤
労
青
少
年
ホ

　
　
ー
ム
で
は
、
近
隣
と
連

携
し
て
出
会
い
の
場
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
県

は
平
成
19
年
度
か
ら
み
や
ぎ

青
年
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
で

結
婚
相
談
会
を
開
催
、
広
域

的
に
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
結

婚
・
出
産
は
個
人
の
人
生
観

や
価
値
観
に
左
右
さ
れ
る
面

が
あ
り
、
行
政
が
ど
こ
ま
で

関
与
で
き
る
か
問
題
も
あ
る
。

今
後
町
内
の
各
種
団
体
や
事

業
者
、
各
地
域
の
人
々
に
問

題
を
提
起
し
て
い
く

　
　
希
望
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
　
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
の
多
様
化
で
変

わ
る
社
会
の
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。
各
地
域
の
生
の
声

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
か

　
　
町
民
か
ら
じ
か
に
聞
い

　
　
て
い
な
い
が
会
議
な
ど

で
話
し
を
し
て
い
く

　
　
他
自
治
体
で
は
公
的
機

　
　
関
と
事
業
に
賛
同
す
る

企
業
団
体
が
協
調
し
て
支
援

の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
利

用
者
も
安
心
で
き
る
が
考
え

に
変
わ
り
は
な
い
か

　
　
二
市
三
町
の
中
で
話
題

　
　
を
提
供
し
て
い
き
た
い

答

問答

問

答 問

　
　
町
長
　
少
子
化
対
策
の

　
　
ひ
と
つ
と
し
て
県
内
で

は
８
市
町
が
出
産
祝
金
や
記

念
品
を
出
し
て
い
る
。
し
か

し
出
産
数
の
増
加
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

出
産
・
育
児
に
関
し
て
は
妊

婦
健
診
の
無
料
化
や
子
育
て

応
援
特
別
手
当
の
支
給
、
暫

定
措
置
で
は
あ
る
が
、
健
康

保
険
の
出
産
一
時
金
が
今
年

10
月
か
ら
４
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
制
度
が
充
実
し
て
い
る
。

本
町
で
祝
金
制
度
を
創
設
し

て
も
期
待
で
き
な
い�

�����������������

　
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
の
感
染
で
は
７
割
超
が

未
成
年
者
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
本
町
と
し
て
も
ま
し
て

少
子
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

大
事
な
若
者
を
な
に
が
何
で

も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
時
の
危
機
管
理
と

職
員
の
対
応
シ
ス
テ
ム
は�

　
　
町
長
　
感
染
拡
大
防
止

　
　
の
周
知
啓
発
と
感
染
が

ま
ん
延
し
て
い
る
状
況
で
も

役
場
は
業
務
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
す
る

�����������������

　
　
集
団
感
染
の
予
防
対
策

　
　
は

　
　
教
育
総
務
課
長
　
登
下

　
　
校
時
の
手
洗
い
・
う
が

い
を
徹
底
し
て
い
る

　
　
現
在
の
学
校
児
童
生
徒

　
　
の
感
染
は

　
　
現
在
（
９
月
３
日
）
学

　
　
校
に
は
感
染
者
は
見
ら

れ
な
い�

　
　
出
産
祝
金
の
創
設
を
県

　
　
内
外
で
も
、
す
で
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　
あ
る
町
で
は
児
童
の
健
全

な
発
育
及
び
福
祉
の
増
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
第
３

子
以
降
の
出
産
に
対
し
、
祝

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
誕
生

を
奨
励
し
て
い
る
。
子
ど
も

が
増
え
な
け
れ
ば
人
口
の
増

加
は
見
込
ま
れ
な
い
。
少
子

化
を
く
い
止
め
る
た
め
本
町

で
も
出
産
祝
金
を
創
設
す
る

考
え
は
な
い
か�

�

問

答

問答

問答問答

鈴木　勝美　議員佐藤　梶信　議員

「
婚
活
」
町
で
支
援
は

地
域
で
問
題
を
提
起
し
て
い
く

出産数の増加にはつながらない

少子化社会対応に出産祝金を

少
な
い
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

市町村名

白石市

角田市

栗原市

七ヶ宿町

蔵王町

村田町

川崎町

加美町

第１子 第２子 第３子 第４子 第５子～

20万円

20万円

30万円

10万円

10万円

20万円

5万円

5万円

3万円

3万円

10万円

10万円

10万円

30万円

1万円

2万円

1万円

2万円

2万円

1万円

県内の出産祝金支給状況
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50

1925 1935 1945 1955 1965 1975 1985 1995 2005

（％）

（年）

男性

女性

30歳～34歳　未婚率の推移

資料：国勢調査　人口統計資料集
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32
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一 般 質 問町の考えを聞く

千葉志美枝　議員

　
　
町
長
　
６
月
に
示
さ
れ

　
　
た
県
の
改
定
案
に
よ
る

と
、
本
町
で
は
１
５
０
０
万

円
の
軽
減
に
な
る
見
込
み
だ

が
、
経
営
実
態
は
国
か
ら
の

１
４
０
０
万
円
の
高
料
金
対

策
補
助
金
に
よ
っ
て
、
黒
字

が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
今
後
、
君
ヶ
岡
配
水
池
の

配
管
更
新
な
ど
設
備
整
備
も

続
く
こ
と
か
ら
、
引
き
下
げ

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る

　
　
地
域
へ
の
感
染
拡
大
防

　
　
止
策
と
し
て
、
療
養
給

付
が
受
け
ら
れ
な
い
資
格
証

明
書
世
帯
に
対
し
、
国
保
証

の
発
行
は
で
き
な
い
か

　
　
町
長
　
今
年
５
月
に
資

　
　
格
証
も
被
保
険
者
証
と

同
じ
扱
い
を
す
る
よ
う
国
か

ら
通
達
が
あ
っ
た
。
し
か
し

新
型
以
外
で
発
熱
外
来
を
受

診
し
た
場
合
、
以
前
は
保
険

扱
い
と
し
た
が
現
在
は
窓
口

で
10
割
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

納
税
者
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
に
も
適
正
に
対
応
し
た
い

　
　
町
民
が
使
用
し
て
い
る

　
　
生
活
水
の
93
パ
ー
セ
ン

ト
を
受
水
し
て
い
る
宮
城
県

仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
の
供

給
単
価
を
来
年
度
か
ら
引
き

下
げ
る
条
例
が
こ
の
９
月
県

議
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
引
き
下
げ
が
実
施

さ
れ
た
場
合
、
町
の
受
水
負

担
分
も
減
る
こ
と
か
ら
、
町

民
の
水
道
使
用
料
金
の
引
き

下
げ
も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、

実
施
の
考
え
は
な
い
か

問

　
　
町
内
の
児
童
公
園
・
児

　
　
童
遊
園
及
び
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
内
の
遊
具
が
使
用

不
能
、
危
険
な
使
用
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
が
見
受
け
ら

れ
る
。�

　
町
は
施
設
管
理
者
と
し
て

町
民
が
楽
し
く
遊
べ
る
環

境
・
施
設
整
備
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
遊
具
等
の

点
検
・
整
備
や
除
草
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か�

　
　
町
長
　
遊
具
が
設
置
さ

　
　
れ
て
い
る
公
園
は
年
１

回
専
門
技
術
者
に
よ
る
点
検

を
し
て
い
る
。
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
の
遊
具
は
さ
ら
に
職

員
に
よ
る
週
１
回
の
目
視
・

触
手
点
検
を
し
て
い
る
。
29

カ
所
の
公
園
は
地
区
に
委
託

し
、
回
数
・
時
期
は
任
せ
て

い
る
。
そ
の
他
の
公
園
は
年

２
回
、
６
月
か
ら
11
月
の
期

間
実
施
し
て
い
る
。
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
は
年
３
回
除
草

委
託
し
て
い
る

問

答

問

答

答

飲み水はここから（七ヶ宿ダム）

雑草がおい茂る遊園

　
　
市
町
村
条
例
で
定
め
る

　
　
と
あ
る
が
ど
こ
で
制
定

さ
れ
て
い
る
の
か

　
　
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組

　
　
合
の
火
災
予
防
条
例
で

定
め
対
応
し
て
い
る

　
　
そ
の
条
例
に
は
「
何
年

　
　
何
月
ま
で
設
置
を
完
了

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と

い
う
文
言
は
あ
る
の
か

　
　
義
務
化
は
さ
れ
て
い
る

　
　
が
、
い
つ
ま
で
に
設
置

を
し
な
け
れ
ば
罰
則
が
あ
る

と
は
な
っ
て
い
な
い

　
　
義
務
化
さ
れ
て
い
る
以

　
　
上
全
世
帯
へ
設
置
す
べ

き
だ
が
具
体
的
な
今
後
の
対

応
は

　
　
町
広
報
で
周
知
し
、
消

　
　
防
団
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
等
関
係
機
関
と
協
力
し
て

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
づ

け
る
よ
う
努
力
す
る

　
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
高

　
　
齢
者
・
障
が
い
者
・
要

介
護
者
・
母
子
家
庭
世
帯
等

に
警
報
器
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
本
町

の
考
え
は

　
　
警
報
器
も
１
０
０
０
円

　
　
ぐ
ら
い
の
物
か
ら
あ
る

の
で
特
別
に
補
助
と
い
う
考

え
は
な
い

　
　
こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か

　
　
い
各
家
庭
で
も
暖
房
器

具
等
の
使
用
も
多
く
な
る
。

特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
火
災
か
ら

逃
げ
遅
れ
て
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
、
警
報
器
設
置
の
さ

ら
な
る
促
進
を
図
り
安
全
・

安
心
の
町
づ
く
り
に
努
め
る

考
え
は
な
い
か

　
　
未
設
置
世
帯
に
つ
い
て

　
　
は
特
に
高
齢
者
や
障
が

い
者
も
含
め
て
設
置
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
最
近
広
く
住

民
に
浸
透
し
て
き
た
が
今
後

も
速
や
か
な
設
置
普
及
に
努

め
て
い
く�

　
　
町
長
　
義
務
化
が
始
ま

　
　
り
宮
城
県
内
全
市
町
村

で
普
及
に
向
け
て
活
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
町
で
は

町
消
防
団
や
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
等
と
連
携
を
図
り
促
進
し

て
い
る
。
今
年
７
月
に
消
防

署
員
に
よ
る
９
７
４
世
帯
へ

の
訪
問
調
査
を
し
た
結
果
82

パ
ー
セ
ン
ト
の
高
い
設
置
率

で
あ
っ
た

　
　
住
宅
火
災
で
の
死
者
を

　
　
抑
制
す
る
た
め
消
防
法

の
改
正
が
あ
り
、
平
成
18
年

６
月
１
日
以
降
に
新
築
す
る

住
宅
に
は
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
既

存
住
宅
は
条
例
で
義
務
化
さ

れ
て
お
り
、
20
年
６
月
１
日

か
ら
設
置
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
１
年
以
上
経
過
し
た

が
本
町
に
お
け
る
設
置
率
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の

か� 問

問答

問答問答

問答問答

答

これからのお宅はお早目に

歌川　　渡　議員

楽
し
く
遊
べ
る
公
園
の
環
境
づ
く
り
は

環
境
確
保
に
努
力
し
て
い
る

水
道
使
用
料
金
の
引
き
下
げ
を

施
設
整
備
を
考
え
る
と
難
し
い

速やかな設置普及に努める

火災警報器の設置促進を

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
・
治
療
に

適
正
に
対
応
し
た
い

⑲ しちがはま議会だより　第102号　平成21年10月30日発行  しちがはま議会だより　第102号　平成21年10月30日発行 ⑱



編
集
後
記

議会を監視するのはみなさんです。
次の定例会は12月９日開会予定です【夜間議会は同日午後6時30分からの予定】

面倒な手続はございません。どなたでも気軽に傍聴することができます。ぜひお越しください
詳しくは議会事務局まで　℡３５７-７４３５

または、町ホームページ「町民便利帳」をご覧ください。 http://www.shichigahama.com

こうしんづか

　日一日と秋めいてきた朝夕、ジョギングや愛犬

との散歩を楽しみながらこの素晴らしい景色の中

に住むうれしさを満喫しております。ただ、海辺

に散乱するゴミの多さには悲しくなります。サリ

ンなどテロ事件以降公共の場からゴミ箱が消え、

「ゴミは持ち帰り」が原則になりました。でもそ

のマナーはまだまだ浸透していないのでしょうね。

ゴミ箱があればそこに捨てるはずです。先日の議

員さんたちのボランティア清掃の記事もありがた

いとは思いますが、ゴミ箱を置いて頂いたらもっ

とありがたいのに､と思うのは私だけでしょうか。

⑳

●
衆
議
院
議
員
選
挙
は
オ
バ

マ
大
統
領
の
チ
ェ
ン
ジ
が
日

本
に
も
暑
い
夏
と
な
っ
て
到

来
し
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に

か
か
わ
り
な
く
民
主
党
政
権

が
誕
生
。
民
意
の
表
れ
と
多

く
の
人
が
政
治
の
行
方
に
期

待
と
不
安
を
交
錯
さ
せ
な
が

ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。
掲
げ

ら
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
政

党
政
治
の
責
任
で
果
た
さ
れ

る
も
の
と
信
じ
ま
す
。�

●
山
々
は
紅
色
に
映
え
ス
ポ

ー
ツ
に
食
欲
に
秋
の
夜
長
は

読
書
に
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
う
れ
し
い
季
節
。
皆
様
方

に
は
議
会
だ
よ
り
も
し
っ
か

り
読
ん
で
い
た
だ
き
、
お
寄

せ
い
た
だ
く
苦
言
・
提
言
を

反
映
さ
せ
、
読
み
や
す
く
親

し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
梅
津
　
榮
一�

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
議
　
　
長
　
阿
部
　
慶
也

　
委 

員 

長
　
梅
津
　
榮
一

　
副
委
員
長
　
岡
﨑
　
正
憲

　
委
　
　
員
　
鈴
木
　
初
雄

　
　
　
　
　
　
糸
久
　
　
博

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勝
美

　
　
　
　
　
　
千
葉
志
美
枝

　町民の皆さんからお寄せいただいたご意見、
ご要望などを紹介いたします。
どしどしお寄せ下さい。お待ちしております。

　松ヶ浜入口の庚申塚にある松の木の切り株から

ゆりの花が咲きました。10年ほど前に松くい虫に

むしばまれて伐倒された切り株ですが、どこから

種が迷い込んだのか？誰も考えられないところか

らどのようにして芽を出

したのか？不思議で神秘

な生命のたくましさを感

じました。

　花ことば集によれば、

ゆりの花ことばは「勇壮、

純粋、愛らしさ」。切り

株から白い花を可憐に咲

かせ道行く人々の心を

和ませる、ゆりの「ど

根性」に感動さえしました。

　楽しく気持ちの良い環境にしようと議員有志が

参加して湊浜海浜公園で年５回行っているクリー

ンサポートは今年も10月10日で終了しました。�

　活動して今年で５年目ですが集まるゴミの量は

年ごとに少なくなっています。漁具のロープの切

れ端や行楽客の置き捨ても少なくなってきました。

散歩ついでにゴミを拾う人が増え、その姿を見て

ポイ捨てをやめるなど意識に変化が出てきたよう

に思います。みんなの七ヶ浜

はみんなで守る。さらに多く

の人が参加してきれいな環境

を維持しましょう。

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
985-8577 宮

城
県
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
－
１

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 022-357-7435　

FAX 022-357-5744

し
ち
が
は
ま

議
会
だ
よ
り

No.102

町民の声

マナーの浸透を

星　八重子さん

（松ヶ浜）

松ヶ浜の「ど根性」ゆり

きれいな環境づくりを

いつまでもきれいな海辺に


